
2本の趾の長さは
ほとんど同じ

2本の趾の
長さに差がある

フタオワムシ属 ネズミワムシ属

ネズミワムシ
Trichocerca capucina

個体の大きさ 100～180㎛

ツメナガネズミワムシ
Trichocerca cylindrica

個体の大きさ 280～400㎛

足がない 足がある
殻がない。耳状の突起がある 殻がある。腹面に太い足がある

ハネウデワムシ属 ドロワムシ属 スジワムシ属

解 説

　このなかまにはハラアシワ
ムシ属とミドリワムシ属が含
まれます。殻

から

が袋
ふくろ

状
じょう

で比較
的うすくて見落としがちです。
この図鑑にのせてあるのは、
ハラアシワムシ属だけです。

　「ネズミワムシのなかま」は種類が多く形が似ているので、
くわしく種

しゅ

名
めい

を決めることは困難です。研究者によってはフ
タオワムシ属をネズミワムシ属に含める人もいます。

　形は円
えん

錐
すい

形
けい

、円
えん

筒
とう

形
けい

などが多く、よく観察すると体の左
右で殻

から

の形がちがっています。殻の前には歯やとげをも
つ種類も多くあります。また、殻の背中部分が盛り上がっ
ている種類もあります。

　フタオワムシ属、ネズミワムシ属

　フタオワムシ属は頭にあるとげ
の数や口の形、背中の盛り上がり
や趾
あしゆび

の長さのちがいなどでくわし
く種類が分かれますが、実際には
なかなか区別するのは困難です。

　フタオワムシと同じく、頭にあるとげの数や口の形、背中の盛り上がり
や趾
あしゆび

の長さのちがいなどでくわしく種類が分かれますが、やはり特定の
種をのぞいて実際にはなかなか区別は困難です。

　ハネウデワムシ属、ドロワムシ属、スジワムシ属の3つが含まれます。

　これら3属の共通点は、口にある咀
　そしゃくき　

嚼器と呼ばれる部分ですが、体の形はまったく異なります。

　ハネウデワムシ属、ドロワムシ属、スジワムシ属

特 徴

こ の 図 鑑 に の せ た 属

　体は、釣
つり

鐘
かね

形
がた

、前が幅広
く、4本の太く長いとげ状の
毛をもっています。左右に突
き出た耳状の突

とっ

起
き

がありま
す。フォルマリンで固定する
と収縮してしまい、種類を
特定するための特徴が見え
なくなります。また、すばやく
動くので、くわしい種類を特
定することは困難です。

　体の形は箱
はこ

形
がた

です。体の横にハネのようなもの（付
ふ

着
ちゃく

肢
し

）
が3本1組で4か所についているためこの名前があります。
フォルマリンなどの薬品で固

こ

定
てい

すると、バンザイしたようにハ
ネが前向きになってしまうことがよくあります。ハネウデワムシ
属は数種ありますが、もっとも基本的な1種を紹介します。

　殻
から

は硬
かた

く変形しません。形は卵形や
釣
つり

鐘
がね

形
がた

などです。腹面から太い1本の
足を出しています。足の先

せん

端
たん

は2本の
趾
あしゆび

に分かれています。

108

ワ
ム
シ
の
な
か
ま
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ハラアシワムシのなかま6
解 説

　足が腹側から出てしだ
いに細くなり、先端に2つ
の趾
あしゆび

があります。
個体の大きさ  約150㎛

ハラアシワムシ属 Gastropus

解 説 ハラアシワムシ
の一種
Gastropus sp.

⑥ハラアシワムシのなかま／⑦ネズミワムシのなかま／⑧ドロワムシのなかま

「ネズミワムシのなかま」の
見分け方

2本の趾
あしゆび

解 説

フタオワムシ属 Diurella

フタオワムシの一種
Diurella sp.

特 徴

こ の 図 鑑 に の せ た 属

解 説

ネズミワムシのなかま7

1本の趾は目立たない

解 説

ネズミワムシ属 Trichocerca

頭
が
大
き
な
三
角
形

1
本
の
長
い
と
げ

ドロワムシのなかま8
解 説

「ドロワムシのなかま」の見分け方

耳のような突起

ハ
ネ
状
の
突と
っ

起き（
付ふ

着ち
ゃ
く

肢し

） 太い足

ドロワムシ属 Synchaeta

解 説

4本のとげ

ドロワムシ
Synchaeta stylata
個体の大きさ 220～300㎛
釣鐘形の胴部

ハネウデワムシ属 Polyarthra ハネウデワムシ
Polyarthra vulgaris
個体の大きさ 
120～250㎛

スジワムシ属 Ploesoma

解 説

スジワムシ
Ploesoma 
truncatum
個体の大きさ 
170～280㎛

足




